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いま米国でもっともホットなコンテンツ
の1つが「カレンダー」だ。今回は、ポー
タルビジネスの最終兵器とも言われる
「カレンダーウェブ」の最前線に迫る。

今泉 洋

マ ス に 向 か う ポ ー タ ル の 最 終 兵 器

シェアするための
カレンダーウェブ

インターネットの世界ではいつ

もビジネス上の競争がさまざまな

かたちで行われているが、現在も

っとも激しい火花を散らしている

のはポータルサイト間の戦いだろ

う。ポータルサイトはその名のと

おり、自らをインターネットへの入

り口として位置付け、多くのユー

ザーに利用してもらおうという極めてマス志向の強いサイトである。

有料パソコン通信サービスという過去を持つAOLのように、利

用者への課金によってこうしたサービスを実現しようとするものも

あるが、インターネット上でポータルサイトを運営する企業のほと

んどは、その収益を直接ユーザーから得るのではなく、企業からの

広告料金というかたちで得ようとしている。つまり、どれだけ多く

のユーザーにアクセスしてもらい、広告を見てもらえるか、そして

バナーをクリックしてもらえるか、ポータルサイトとしての命運は

この点にかかっているということになる。というわけで各社とも、よ

り多くのユーザーに、より頻繁にアクセスしてもらおうとコンテン

ツの幅を広げ、更新頻度を上げ、サービスを拡大し、差別化に努

めている。

だが、実際はどれも似たようなサービスが並んでしまい、そこか

ら抜け出そうとして、さらにパワーゲームに深入りすることになっ

てしまっているのが現実である。

ところが最近、コンテンツを追加してユーザーをひきつけるアプ

ローチとは違った方法論が注目されている。そのきっかけを開いた

のがウェブをベースにしたカレンダー機能だ。
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ウェブ上に置かれ、インターネットを通じて

提供されるカレンダーは次のようなスタイルと機

能で利用することができる。

まずは自分専用のスケジューラーとしての利

用。もちろんパソコン上でスケジューラーを使え

ば通信料金は要らないのだが、ウェブ上にスケ

ジュールを置いておけば世界中どこからでも、ま

た携帯情報端末などと同期させて使うことも可

能だ。

グループウェア的に他人とシェアするカレンダ

ーとして使えば、ウェブを通して友人や仕事相

手とスケジュールを共有することができる。とく

にネットワーク環境を共有する仲間、いわゆる

ネットワークコミュニティ

ーを維持するためには不

可欠な機能だ。

さらに、特筆すべきサ

ービスとしてニュース機能が

ある。これは自分の関心事を登録しておけば、

スポーツやコンサートなどのイベント、仕事

関係のコンベンションなどの情報を自動的に

カレンダーに書き込んでくれるというもの。ま

た、アポイントや誕生日など、指定したイベ

ントなどが近づくと自動的にメールで知らせ

てくれるリマインダー機能などもある。

改めて言うまでもなく、ポータルサイ

トのような広告依存型メディアにとって、

広告ターゲットであるマスを獲得するた

めの最もポピュラーな手段は、彼らにア

ピールするコンテンツの提供である。

これはインターネット上でも同様で、

利用者が見たい、読みたいと思うような

コンテンツを用意し、随時更新する。そ

してその一部に広告を掲載して見てもら

う。さらにバナーをクリックしてもらえれ

ば広告主からより大

きなペイバックが得ら

れる、というかたちで

実現されている。

もっとも、インターネット上では従来のメデ

ィアとは比較にならないほど幅広いコンテンツに

アクセスできることから、そうした情報へのポイ

ンターを提供する「検索」機能や、ユーザー

個々の関心に応じて情報を振り分けて提供する

「パーソナライズ」機能といった“機能そのもの”

への注目度が高い。コンテンツそのものが掲載

された「雑誌」より、コンテンツへのポインタ

ーをまとめた「情報誌」的存在である検索サイ

トやウェブガイドサイトなどがユーザーをひきつ

け、ポータルの中心となっているのは周知のと

おりである。
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個人用カレンダーウェブのネットワーク的な側

面が強化されたものが、グループ向けカレンダー

ウェブサービスだ。

基本的には、外出時に行き先などを書き込む

ためにオフィスで使われているホワイトボードを

インターネット上で共有したようなもので、家族

や職場の同僚はもちろん、離れた場所で仕事を

行うパートナー同士、職場が分散しながら同じ

プロジェクトに関わっている人たちが、スケジュ

ールなどを共有し、効率的に協調作業を進められるようになる。

主な機能としてはカレンダーをベースにした個人あるいはグループ

用「To-Do」（やらなければならないこと）リストの作成やそれらへの重

要度の指定、スケジュールやイベントのカテゴリー別表示などがあり、

スケジュールなどが書き換えられた場合には変更点を関係するメンバ

ーにメールするという機能も備えられている。最近では単にカレンダ

ーの共有機能を発展させるだけではなく、ファイルのアップロード・ダ

ウンロード、テーマ別の電子伝

言板や投票機能といったグルー

プウェア的な機能が強化された

ものも多い。代表的なものとし

て「invo lv」（ht tp : / /www.

involv.net/）などがある。
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カレンダーウェブの原型は、自分のスケジュー

ル管理のためにユーザーが1人で利用するタイプ

のものだ。見かけはおなじみの紙製のカレンダー

とそっくりだが、いったんスケジュールを入力す

れば、週単位あるいは月単位といった異なったス

ケールでイベントを確認できる、繰り返しパター

ンのスケジュールならワンタッチで記入できる、

好きなアイコンが使える、といったPCアプリケ

ーション特有の便利で楽しい機能が備わる。

また、インターネットにアクセスできる環境さえあれば、世界中

どこにいても自分のスケジュールを確認できることは言うまでもな

い。予定が近づいたらメールで知らせてくれるリマインダーサービス

や、マイクロソフトのOutlookなどのPIMソフトと同期できる機能、

さらにプライバシー対策としてSSLの採用を売りにしているものも

ある。当初はシンプルなカレンダーだったものも、現在では多種多

様な機能と組み合わされて、最近ではパーソナルオーガナイザーと

呼ばれることが多くなっている。

personalize
1人で使う

collaborate
グループで使う

jhttp://www.dailydrill .com/
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米国では趣味などの関心事をテーマにしてでき

あがるネットワーク上のコミュニティーが注目さ

れているが、カレンダーウェブはその中でも重要

な役割を果たしている。

先に紹介したグループで使うものは、

いわばグループウェア的で、特定の目

的を効率よく達成するためのワークツ

ール的な存在だ。これに対して、コミ

ュニティーで利用されるカレンダーは、特定の目的を達

成するというより、あくまでもコミュニケーションのプロ

セスそのものを楽しむための支援装置という色彩が強い。

たとえばユーザーが共通の関心事を持つ人を招いてサー

クルを作るというスタイルのスモール・コミュニティーサー

ビスの1つに「eCircles.com」（http://www.eciecles.

com/）がある。メンバーは伝言板にメッセージを書き込

んだり、写真をポストしたり、それにコメントを付けたり

できるが、ここでもネットワークを通じてスケジュールを

シェアするために共有カレンダーが活躍している。このほ

か、音楽やスポーツなどに関するイベント情報を自動的

にカレンダーに書き込んでくれたり、リマインダーメール

で知らせてくれる機能などを備えたサービスもある。

コンテンツそのものからポインター情報への広がりはまだ「出版」

メタファーの応用として理解できる。だが、最近話題を集めている

無料の電子メールアカウントや伝言板サービスといったコミュニケ

ーションツールの提供（当然、一部に広告が入れられる）となる

と、コンテンツでマスを牽引しようとする従来型のビジネスとの違

いが明確になってくる。

そして、こうしたトレンドの延長上にあるのが電子的なコミュニ

ティーにグループウェア的なツールや「場」を提供し、そこに広告

メッセージを送り込んでいこうというアプローチだ。

同じような趣味・関心を持つ人たちを集めて、関連情報やサー

ビスを提供し、彼らの情報交流を支援し、ユーザーたちの手によっ

てその「場」からより多くの情報が送り出されるような仕組みを作

る。そして、さらに多くの、しかも興味・関心領域の明確なユー

ザー層が定着するように演出していくのである。こうすることによ

be interested
関心事で使う

って、運営企業は、明確なキャラク

ターを持つコミュニティーの中に広告

スペースを持つことができるようにな

り、広告主の望むセグメントされたタ

ーゲットに向けて、効率的にメッセー

ジを送り込むことができるのである。

人々の生活の中にネットワークが定

着し始めていることに疑問の余地はな

い。ネットワークの向こうにイベント

があり、人がいるとき、ネットワーク

上のカレンダーのパワーは最大限に発

揮される。コミュニティーという「場」

を支える重要な機能の1つとして、ウェブベースカレンダーの役割

はますます注目されていくだろう。
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